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有害大気汚染物質中のアルデヒド類の紫外線の影響について

Influence of Ultraviolet Ray to Aldehydes in Polluted Air

内田 順子 西原 幸一

Junko UCHIDA Kouichi NISHIHARA

はじめにⅠ

本県では平成９年10月より，有害大気汚染物質モニタ

リング調査の１項目として，ホルムアルデヒドとアセト

アルデヒドの測定を毎月１回実施している。大気中のア

ルデヒド類濃度は，自動車等の発生源からの一次的なも

のによるだけでなく，光化学反応により二次的に生成さ

れたものも寄与している ことが知られている。１)

そこで，採取日の気象条件や何らかの採取条件で突発

的にアセトアルデヒド濃度が高値となる現象が見られる

ため，平成12年度から平成14年度にかけてホルムアルデ

ヒド濃度とアセトアルデヒド濃度の相関を見るとともに，

紫外線の影響について検討したので報告する。

調査方法Ⅱ

１ ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド濃度

の相関

(1) 調査地点および調査期間

坂出市役所局，丸亀市役所局，瀬居島局，直島

町役場局は，平成12年４月から平成13年３月まで

月１回，平成13年４月から平成14年12月まで隔月

で各地点とも計23回採取した。

環境保健研究センターでは，平成13年５月から

平成15年１月まで隔月で計11回採取した。

(2) 調査方法

ラバーヒータをオゾンスクラバーの上に巻きつ

けて加温しながら捕集し，その他は有害大気汚染

物質測定方法マニュアル に準拠し で測２) GC-FTD

定した。そして各地点ごとにホルムアルデヒド濃

度とアセトアルデヒド濃度の相関を見た。

２ 紫外線の影響

(1) 調査地点および調査期間

環境保健研究センターで，平成15年４月から８

月にかけて計11回実施した。

(2) 調査方法

テドラーバッグ30 用２袋に同時に空気を採取L

し，一方を戸外で紫外線に当て片方を室内で遮光

した状態で４時間放置し，マニュアル に準拠し２)

て測定した。

採取はいろいろな気象状態で実施し，紫外線強

SPECTROLINE DIGITAL RADIOMETER度計（ ：

（ －100 ）でＡ領域紫外線（ ）とＢ領DRC X UV-A

域紫外線（ ）を30分ごとに測定し紫外線量UV-B

を求めた。

結果及び考察Ⅲ

１ ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド濃度

の相関

図１から図５までに各地点におけるホルムアルデ

ヒド濃度とアセトアルヒド濃度の相関を示す。１次

回帰式より大きく離れたデータ（●印）は，坂出市

役所局で６，12月に，丸亀市役所局，瀬居島局，直

島町役場局はともに７，８月に，環境保健研究セン

ターでは５，９月に，いずれの地点も２回出現した。

この内，坂出市役所局の12月のデータの原因は不明

であるが，その他のデータは５月から９月と紫外線

の強い時期でもあり紫外線の影響も考えられた。
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     　図１　坂出市役所局におけるアルデヒド類の相関（n=23)

　    　図３　瀬居島局におけるアルデヒド類の相関(n=23)

      図５　環境保健研究センターにおけるアルデヒド類の相関
(n=11)
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     　図２　丸亀市役所局におけるアルデヒド類の相関(n=23)

　    図４　直島町役場局におけるアルデヒド類の相関(n=23)
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                   　　  図６　4時間当たりの紫外線量

図７ ホルムアルデヒドの遮光した濃度に対する戸外での濃度の割合

図８ アセトアルデヒドの遮光した濃度に対する戸外での濃度の割合
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２ 紫外線の影響

図６には紫外線の影響を見るため採取した袋を戸

外で紫外線に４時間当てたときの紫外線量を示した。

.１～４は晴れた日で紫外線量は168～218 / ，No KJ m2

.５は曇りがちの日で紫外線量は95 / であっNo KJ m2

た。 .６～11は曇り又は雨天日で紫外線量は５～No

30 / であった。紫外線量により .１～５， .KJ m No No2

６～11の２グループに分けて比較した。

図７には遮光した方のホルムアルデヒド濃度に対

する戸外で紫外線に当てた方のホルムアルデヒド濃

度の割合比を示し，紫外線の影響を見た。少量の紫

外線を浴びた .６～11では1.2倍（1.1～1.5）とNo

なりあまり影響はなかった。多量の紫外線を浴びた

.１～５では1.9倍（1.4～2.5）と図６の４時間No

当たりの紫外線量に相当した割合比で高くなった。

図８は図７と同様条件でアセトアルデヒド濃度の

割合比を示し，紫外線の影響を見た。少量の紫外線

を受けた .６～11では1.6倍（0.9～2.4）となり，No

多量の紫外線を受けた .１～５は4.2倍（2.5～8.9)No

と高かった。ホルムアルデヒド濃度に比べ影響は大

きかったが，割合比にバラツキがあり，ホルムアル

デヒドのように紫外線量には相当しなかった。

以上の結果から，ホルムアルデヒドもアセトアル

デヒドも紫外線による影響があることが分かった。

竹内ら ，中村ら はアセトアルデヒドよりもホル３) １)

ムアルデヒドの方がオゾンまたはオキシダントと高

い相関が認められるため，光化学反応による影響を

大きく受けていると推定している。今回の調査では

ホルムアルデヒドの方が紫外線量に相当し安定して

増加しており，同様の傾向が見られた。しかし，ア

セトアルデヒドもバラツキは大きいが紫外線の影響

は見られており，各測定局でアセトアルデヒド濃度

が突発的に高値になる現象は，図７・図８の .１No

の場合と同じであった。その原因として，紫外線に

より生成されるアセトアルデヒドが不安定であるか，

または紫外線による影響だけでなく捕集時の何らか

の別の原因により不安定となりばらついているので

はないかと思われ，今後検討が必要である。
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まとめⅣ

１．ホルムアルデヒドとアセトアルデヒドの相関を見る

と，回帰式から離れたデータが各地点で出現した。坂

出市役所局で12月に採取されたものが１回，それ以外

は５月から９月に採取されたもので紫外線の影響が示

唆された。

２．紫外線を４時間当てたものと遮光したもののアルデ

ヒド類を測定・比較したところ，ホルムアルデヒドは

多量の紫外線で約２倍，少量の紫外線で1.2倍と紫外

線量に相当した割合で影響があった。

３．アセトアルデヒドは多量の紫外線で約４倍，少量の

紫外線で1.6倍となりホルムアルデヒドよりも紫外線

の影響は大きかったが，紫外線量を考えると割合比に

バラツキが見られた。
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